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与郵演習林内に於けるオキナ-シイ (Cd∫tdnOPJZ'J

IHtCh〟e7ZJiJNakai)幹材々積表

砂 川 季 -昭一

SueakiSUNAXAWA:VolumetableoftheOkinawa-shii(Castanopsis

lutchuensisNakai)inYonaForestoftheUniversity

1 緒 言

1954年 6月,新たに本学の演習林として与郊官有林l)の使用が許可され,林学の

調三森研究,学生の実習等に,非常な便宜が与えられるやうになった.筆者はこれを横会

に沖縄に通用される幹材々積表の調製をなし森林施業の一助たらしめたいという目的

のため,その手初めとして,演習林内での資料挟集を行 った｡

与郊演習林は,沖縄本島の北部約北緯 26度 50分東経 128度 05分に付置し,74

林班乃至 79林班の6林班に区劃され,殆どが広葉樹で,679haの面積を有し,来所

に長 く連 らなっている帯状の森林である｡この6林野の申,調査の対象とたったのは

76-79林班であるが,74林班は遠隔の地にあ9林道の設備 も不充分で,労力 ･経姥

の節減を計るため 75林班は当林学科で試験地としての制限林地としたためこれ等を

除外 した｡

調査は 1954年9月初旬よD中旬にかけ学生,人夫各 1名の協力を得て行 ったもの

である｡その間台風に会い,貴重た外業日数が短縮され満足な資料採集をなし得なか

ったが,一応本調査によD採集した標本をもとにして材疏表の作製を試みたO

横木は,上記 4林班から主観的に,比較的樹幹,枝張等形状の良い樹木を,2cm捕

約で胸高喧径 4cm 以上の各径級から選木 した｡ここに標本採薬は林内を放渉して,

唯主観的に選大 したのであるが,客観的に統計学的RLl地よDの採集が望ましく,今後

はこの点を是正 して合法的な調茶をなしたいと月､うO

なお本調査をなすに当っては′学校当局の御理解と御好意によD,研究調査の助成

金を頂き,又本文を上稿するに際 しては,農家政学部長島袋教授,林学科大山,仲宗

板,仲田各助教授の御指導御助力を頂tJ,たが,ここに深甚の謝意を表する｡

* 琉球大学農家政学部

1) 軸比では元国有林も元県有林,も共に官有林と呼ばれ,米国民政府財産管理官の管理下に

あるo以下与都塀習林と呼ぶ｡
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2 調 査 の 方 法

各標本は,樹幹は樹幹解析によ9,枚条は Smalian氏の式を用いてその材積を算

川 した｡即ち, 樹幹解析は地上 0.3m を起点として行い, 枝条材積は枝の着生点よ

E)1m 毎に直径を計 D,元口,末口両断面積を加えて 2で険 しそれに長さ (本法で

は 1m)を乗 じて最後の区分までの材積を求め,残余の部分牲円錐体と見倣 して求積

し,両者の計を以て枝条材積とした｡なお枝条材積は Ⅹylometerを用うべきである

が木器がなく概賃約に上淡によ9算出した.

本調査による幹材々横地枝条材積は,夫々第 1表及び第 2表の通Dである｡

第 1衷 樹 幹 材 積 第 2美 枝条材横及枝条率

謎 1.D:直径,H:樹高,Vl･材碍
註 2.N0.1は D,B,H.2cm

No.4,N0.6は円板採取点の不適
No.20は5号円板紛失
No.23は心腐れのため年輪査定不問

上記理由により以上5つの接木は放粟した｡

No･A (mn) 【Ap (%)
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3 材 棟 方 程 式

1) 山本 氏 の材 横 式 x-aybzc による場合

a,b,Cは夫々常数,I,y,Zは夫々材観 樹嵐 直径を表わす ものとして,常数

a,b,Cを最小自乗法で決定する1)｡

今 叉仮常数を 3-aybzeの対数を取D

r′-logx2) a｡′ニー2.0 logr-loga+blogy+clo.gz

y′-logy b｡- 1.2 x′ニ ー2.0+1.2yJ+1.8Z/

Z′-1ogz c0- 1.8 F｡-2:/-(1.2y/+1.82′-2.0)

と決めると

故に材横式に必要な各因子は,第3表及び第 4表の計算結果を通じ,第 5表によって

求められる｡

従 って材積方程式は ao′ニー2.0 b｡-1.2 C｡-1.8 たるため

a'-aoLA--2.0-0.20417858--2.2つ417858

b-bo-B-1.2-0.16783474-1.03216526

C =co-C-1.8-(10.04128076)=1.84128076

loga--2.20417858-3.79582142

a=0.00625

I-0.00625yl･03222118413

但 し上式は右辺を 1/100倍 して材積が求められる｡

2) 寺 崎 氏 の材 横 式 V-L.ge-h一意 による場合

L,m,nは夫々常数, V,g,hは夫々材積,胸高断面積,棉鼠 Cは自然対数の

底を表わす ものとして,常数 L,m,nを最小自乗法で決定すると3)材積方程式は次

の如 くなる｡

logV-log･g+0･0225hl in7-53+o･637 ･･･-- ･･･-･-(2)

3) Eopetzky氏の材頑式 y-k+k′X による場合

k,h′は夫々常数,y,Tは夫々材積,胸高断面積を表わすものとして,常数 k,kJ

を最小白乗法で求めると3)次の如 くなる｡

γニー0.0095+6.3944才

4) 各 材 横 式 の分 散 以上 3氏の方法を用vlて材積方程式の決定をなしたが,吹

1) ここで用いた方法は 木梨謙書著 =推計学を基とした測措学 "p.230の方法をその健使

用した｡

2) xは m3 で表わした材積の 100倍とするO

3) 途中の計算は省略して結果のみを記す｡
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に各式の分散を記すことにする｡

(】)IIL･の分散-0.001573 (2)式の分散-0.006243 (3)式の分散-0.013092

第 3表 材 概 表 資 料 (1)

38.2577 1 27.8037 ;-ll.14472

分散の計如 (1)式綿 5表よか 0% -o･001573

で求められノ(2)式も同様の手順で求められる｡(3)式は次式によ9算出 した｡

yS:-去 言[O･-Y)2]

4 材 棟 表 の 作 製

(1)式の y,Zに夫々D,B,Hは 2cm 毎に,樹高は 1m 毎に数値を代入 して

材積を求めると,第 6表の上段の如 くh:る｡(2)式に於ては,樹高は 1m 毎に,胸

高断面積は D,B,a,2cm 毎の断面積数値を,夫々 h,g に代入 して求積 したが,
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第 4表 材 積 表 資 料 (2)

No.

2
3
5
7
8

9
10
ll
12
13

14
15
16
17
18

19
21
22
24
25

26
27
28
29
30

31
32
33
34
35

36
37
38
39
40

y'y'

0.42667024
0.28249225
0.55398249
0.72471169
0.47637604

0.63888049
0.64995844
0.67158025
0.93799225
0.91049764

0.82537225
0.88266025
0.94692361
1,00000000
1,00000000

0.88266025
0.96491329
0.90136036
1.00000000
0.91968100

0.93799225
0.98247744
1.14105124
1.08451396
1.10502144

1.26315121
1.25574436
1.32779529
1.25574436
1.10082064

0.95589729
0.98247744
1.10901961
1.02576384
1.13699569

::tlH:1:こ::.':
0.81162081
0.91604041
0.45171841

0.57017601
0.52215076
0.89113600
0.93064609
0.68244121

0.87796900
0.98863249
1.38721284
1.15756081
1.35233641

壬:芸Z,3Z芸等3E
1.20099681
1.18635664
1.13635600

1.37968516
1.41895744
1.89255049

0.44437196
0.28584070
0.67053987
0.81477923
0A6388342

0.60355143
0.58256012
0.77360800
0.93431195
0.78826462

0.85126450
0.93414485
1.14611718
1.07590000
1.16290000

1.14055300
1.09781848
1.04044746
1.08920000
1.02229400

1.13760010
1.18071744
1.46952274

1.62996289】1.32955538
1.59188689

1.59264400
1.04267844
1.77315856
2.10772324
1.68480400

1.61163025
1.68480400
1.65894400

i:芯 軍

1.32629904

1.41836180
1.56189228
1.53440268
1.62688708
1.36186160

1.24119015
1.28657760
1.35639280
1.34742912
1.34439104

0.272273552
0.241553644
0.216593850
0.172063710
0.378359384

0.345775100
0.301147330
0.305709096.

3:…芸冨芸3388】

-0.257217264
_0.216505412
_0.249499200
-0,171388602
_0.327565172

_0.356622200
-0.318712922
-0.370017648
ー0.352593948
-0.382501068

≡≡:3;2喜48…喜喜冨描 書写冨喜芸……器
_0.331260000
-0.303811200

_0.274550380
_0.282690240
_0.372267700
-0.291425376
_0.327553920

:3:荒さ62…2号ga

_0.360808392
-0,337708800

-0.332975608
-0.339730240
ー0.479431450
_0.357271728
_0,393145720

_0.397757160
-0.498367128

fofo

0.0854860644
0.0596043396
0.0766071684
0.1129900996
0.1036968804

0.1160356096
0.0897721444
0.069854490()
0.0315630756
0.1572281104

0.1448563600
0.1027458916
0.0986965056
0.1074003984
0.1081883664

0,1029768100
0.1105828516
0.11580409()0
0.1097331876
0.1003622400

0.0803609104
0.0813390400
0.1214522500
0.0783104256
0.0970945600

0.0993384324
0.1278491536
0.0940280896
0.1377597456
0.1337657476

0.1004509636
0.1154232676
0.1020291364
0.0881377344
0.1466124100

その結果は第 6表中段の通 Dであるゎ (3)式は,D,B,H,2cm 毎の胸高断面積

数値を,X に代入 して求積 し,樹高は第 6表に於ける上段の数値と.第 1図樹高曲線

図の 2等地の ものとの両者を参考に して定めたOこの結果は別に第 7表に示 してある｡

即ち,D,B,H,18cm の場合を例にとると,第 1図によ92等地で樹高は 11事n

であ D,叉 D,B,H,18cm の場合その材積は 0.153m3であるが 第 6表によると

樹高は 11m の欄に相当 している｡故に D,B,H,18cm 材積 0.153m3の時樹高

は 11m と定められ,その他の場合 も同様に して求められるo唯 D,B,H,4cm の

場合 γニ ー0.0095+6.3944ガ

の T紅 .g- 10.00126m3を代入すると,y- -0.0014(m3) となるので1). 一応樹

高曲線図を参考に して,樹高を 4.5m と しノ村境 を第 6表 よ9 0.0038m3と定めて,

1) 負の材積は考えられないので本文の通り修正を試みたO
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親5･Tkl材横束資料 (3)････蘇小.'j乗法の計算炎

A β C = ∫

35 33.2577 38.3551 11.14472

32.26117885 37.44643162 10.65993964

43.86722355 12.3鵬06139

3.60813705

-33.2577
5 工×- 3r =工×(-0･95022) -31･60213169 -36･44578312 -10･58993584

Ⅱ 2+5 0.65904716 0.99964850 0.07000380

38.3551

-0.99964850

nI 3+6+7

-ll.14472
8 Ⅰ× 35 -工×(-0･31842057)

ーO.07000380
9 Ⅱ×下面 -Ⅱ×(-0･10621971)

･o nix(一憲 蒜 欝 )-nx o･04128076
Ⅳ 4+8+9十10

Ⅰ3 工 より

Ⅰ2 Ⅱ より

Il Ⅱ より

-42.03181989 -12.21305286

I 1.51627559 -0.10618238

0.31912807 -0.01317385

-3.54870809

-0.00743578

-0.00054383

0.05033130

A= 0.21095012

β= 0.02987675

C=-0.04128076

行 11を Ⅱ に代入 0.66904716B+0.99964850×(-0･04128076)
=0.07000380

月=0.02987675

行 11,12を 工 に代入 36A+33,2577XO116783474+38･3551×(-0.04128076)
=ll.14472

A=0.20417858

D,B,H,4cm の欄に挿入 したo

以上の修正に伴い,D,B,H,6cm の欄も0.0086m 3を,第 1図によD樹高 6m

とし,その材積を第6表よD求めて 0.0108m3 に修正した｡ なお第 6表の下段は熊

本営林局発行立木幹材材療養 (L.H.の部)の数値を転記せるものである｡

5 各材横表に対する考察

樹幹解析により求積 した材積と,第 1表に於ける直径を 2crn括約,樹高を 1m毎

の単位に直して各材積表によ9求めた材積との比較をすることにするC

今第8表よ3),樹幹解析によD求めた材積計を100として他の材積表よ9求めた材

積計の誤差を計算すると,次の如 くになるO
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第 6表 (1) 立 木 幹 材 々 積 表
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第 6表 (2) 立 木 幹 材 々 積 表

1
6
3

8

08
9
7

1

0

叫

＼

CC
)
叫

6

印

11
言
㌃

二
15

16

0.159;0.186

0.220 岳0.258

0･243 ! 0.279272 ' 315

295 】 342

270 1 308

豊吉…r 票…

20

0.099
118
88

0.095 0.116
108 133
87 ! 104

毘
空

1-5
188捌

｡

一
〇.

l

17 1

256 ; 302
0.441
445
406

0.469
474
434

第 7袈 立 木 幹 材 々 税 表

133

0.317
362
280

0.353
392
314

0.390
424
348

〃

…
q空
--8諾
1-1

n川JHHU⊥
/ヽm′l

勘

音Et
10.2
10.7 1

算群 杭 1億謬 積
-0.0014
0.0086
0.0227
0.0407
0.0628
0.0889
0.1191

0.0038
0.0108
0.0227
0.0407
0.0628
0.0889 妻喜 !

o･1191 J 30 1

ll.0
ll.3
ll.6
ll.8
12.0
12.3
12.4

算出欄 1修正材積
(m3) . (m3)

0.1532 j o.1532
0.1914
0.2336
0.2788

0.3300 ､ 0.3300

8:慧芸 L 3澄 喜



134 砂 川 季 暗

里 等忘 …讐 ×100- +0･2

3.8531-3.8897
3 .8 5 3 1

×100= -0.9

旦雪 忘 …竿 ×100- +715 旦 撃 圭二些 xlO0- -0･13.8531

第 8表 各材積表により求めた材碩

1 85 31 I 3･8449 i 3･8897 ｣ 316I2≡

3.8585

となるb

なお熊本営林局発行の材積表を使用 した際, 実材積 よ9 7.5% 少 くなるが,現在

沖縄では該表を使用 しているので比較 したにすぎず,該表使用適否の問題について,

確定的73:決断を下すにはなお今後の調査に侠たねぼならなV､0

6 結 言

1) 沖縄の広葉樹林分に対 しては山本氏の材横式を用V,て材横表作製 をなすのが良
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r
抑

4 6 8/0/2/4/6/8202224262830
D

(cm)
5 IO l5 20 2530354045A.5,gl

第 1図 樹 高 相 線 図 第 2図 平均樹 高 と樹 令との関係 曲線図

5 /0 l5 20 25 30 3540 45A等 ) 5 ]0 /5202530354045 50
A(年〕

第 3図 平均直径 と樹令 との関係 拍緑園 第 4図 幹材稀 と樹令 との関係 曲線図
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Resume

1) It seems to be better to use Mr. Yamamoto's volume formula for Okinawan

broad leaved trees stand, because

a) the variance in his volume table is smaller than in Mr. Terazaki and Mr. Ko

petzky's volume table;

b) in the comparison of the total volume calculated by using the stem analysis

mathod and the total volumes caluculated by using the volume tables 6 and 7 the

error was the least when the total volume was calculated by using Mr. Yamamoto's

volume table.

c) the error was little but the variance was pretty great when the total volume

was calculated by using Mr. Kopetzky's volume formula, therefore, it is recommend

ed that his formula should be used only for reference.



2) The rate of growth in volume in an experimental plantation is generally fa

vorable, but not the growth in length trees have. the tendency to taper off.

a) in table 6, the volume in the upper column is greater than that in the lower

column which means the growth in volume is favorable.

b) in each column of the diameter in table 6, the difference between the volumes

in the upper and the lower column is getting smaller in proportion to their volume,

as the trees grow in length; which seems to mean that the tree tapers off.

In the above study 2), I have not discussed about the growth of trees in their

width and length in Okinawas, but have compared the volume table I have made

up that of the Kumamoto Forestry Bureau.


